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受 理 番 号 陳 情 第 1 4 号 

件   名
陳情書の処理についての申し合わせ事項の撤廃などを求めること

について 

要   旨

平成 29 年５月 17 日に開催された議会運営委員会で，陳情につい

ての申し合わせ事項が議決されました。 

しかし，この申し合わせ事項は，議会事務局で陳情は受理するが，

議会運営委員会で門前払いにする内容です。 

なぜ門前払いにするのか。なぜこんな申し合わせをするのか。こ

れは法律でも条例でもありません。日本国憲法の議論までしなくと

も，新潟市議会基本条例に違反しています。 

請願（陳情）は，市民が議会に直接意見を伝えることができる機

会であり，議会は受理された請願（陳情）を真摯に受けとめ，広く

市民から意見，要望をお聞きしますと市民に開かれた議会をアピー

ルするためにも，その趣旨を十分に理解して審議を行うことが議会

の役目であると思います。 

ことし４月の市議会議員選挙で議員の入れかわりがあったこの

新たな議会で，申し合わせ事項の撤廃を求め，以下について陳情い

たします。 

（裏面につづく）

付   託 

年月日

委員会

令和元年７月３日

第１項 

～

第３項 

議会運営委員会 

受   理 令和元年６月 17 日  第 169 号 



陳情第14号

記

１ 平成 29 年５月 17 日に議決された申し合わせ事項は撤廃するこ

と。 

２ 受理された請願（陳情）は全て委員会に付託して審議すること。

３ これまでの定例会で不採択になった請願（陳情）でも，次の定

例会に再び出された請願（陳情）は，同趣旨などにかかわらず，

市議会議員選挙で議員の入れかわりがあり，社会状況の変化も十

分に考えられることから，委員会に付託して審議すること。 


